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優しく強い子に！ 「三間」で子育て
…南はそのお手伝い…

清水コーチが
「南の“三間”には本当に感謝している」
とよく言ってくれます。本当に嬉しいです。
サッカーを通して，三間の中で子ども達が互いの思

いや考えを伝え愛，学び愛，育ち愛が南の目標、願い
です。南はそのお手伝いをするのです。
ピッチでのことでなくても，学校でのことでも，お

家でのことでも，よいＮＥＷＳならみんなに知らせて
みんなで喜び愛，学び愛，育ち愛たいのです。それが
南の仲間です。南の三間です。
だから今はなくなりましたが，そごうで行われたお

http://www.minamih.net/ おるり展に出品された南の子の作品についてレポート
１６・ ７・２４（日） もして，ＮＥＷＳに載せていたのです。
南ＮＥＷＳ ＮＯ３７ 良いことはみんなで伝えあいましょう。南の仲間・

子育ての仲間にも知らせてください。
矢上の担任時代，“どの子も楽しく分かる授業を創りたい，どの子も楽しいと

思えるクラスを創りたい”と願い，学級通信の題も“どの子も”にしました。
クラスのことだけではなく，放課後の子ども達の様子や家でのことを記述した日
記や詩，よいＮＥＷＳを通信に載せ，みんなで読み愛，学び愛、育ち愛をしてき
たのです。育ちあうクラスの三間を大切にしてきたのです。
南でも基本的にその考え方でクラブを運営し，子ども達にも接しています。

ご理解ください。 ｂｙ南のアンパンマン

YNキッカーズ主催の交流試合
2016/7/17 府中市立四谷小

2年生の 5人制の交流試合に 4チームが集まりました。
○めあて：
攻撃：ドリブルで相手ボールを奪われない→練習しているターン・フェイン

ト を積極的に出す
守備：ボールを持っている相手選手とゴールの間にポジションと取る
しっかりと相手に体を当てる、相手とボールの間に体を入れる

○南八王子 １－６ YNキーカーズ（前半０－５）得点者：古積くん
試合前のアップ中にだらだらしている選手がいました。ランニングをしっかり

走った 1年生 3名。松宮くんと森田くんが先発で岩崎くんも途中交代で前半か
ら入りました。
試合展開は相手チームに押し込まれ前半 5失点。特に開始早々は目の前に来

たボールを蹴り返すだけになっていました。それでも前半少し時間がたつとと小
島くんの椅子の形、松宮くんのヘッド、森田くんと岩崎くんの素早いボールへの
寄せなどいいところも出てきました。ゴールキーパーに入った中西くんも慣れな
いポジションでも奮闘しました。
後半はメンバーを入れ替えてスタート。田倉くんが右サイドでドリブル。相手

を観て逆をとって抜き去ります。3分、相手ゴールキックを拾った古積くんが
強烈なミドルシュートをたたき込み 1点を返します。しかし 7分、戻りが遅か
ったところ 1点を追加されました。
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○南八王子 １－５ 府中北（前半１－２）得点者：名嘉くん（A:高田君）
開始早々加藤くんのドリブルシュート、名嘉くんのロングスローから古積くん

がシュートする好調な立ち上がり。ゴールキーパーの高田くんからのパントキッ
クがコントロールされたキックで攻撃の起点となります。
相手を押し込んで、タッチライン際でボールを拾った加藤くんがゴール前を横

切るドリブルからシュートしますがゴールキーパーがキャッチ。しかし、前がか
りになった所に相手パントキックからのカウンターへの対応が遅れ失点。6分
にも失点しましたが、前半終了間際の 10分、高田くんからのコーナーキック
を名嘉君がダイレクトで合わせてゴール。1点を返しました。
後半は 3失点しましたが、前半の失点と同じようなシーンの繰り返し。１－

５で敗れました。
○南八王子 １－３ 愛宕（前半１－０）得点者：高田くん
前半、南が名嘉くんのロングスローなどでチャンスを作り、押し

気味に試合を進めます。5分、高田くんがシュート。1度はゴール
キーパーに防がれますが、跳ね返りに素早く反応し押し込んでゴー
ル。1点をリードし前半終了。
後半、相手チームは大幅にメンバーチェンジ。するとドリブルで持ち運ばれる

ようになり、押し込まれます。攻守の切り替えにも差があり、自分たちのゴール
前にゴールキーパーしか守っていないことが増え、3失点してしまい逆転負け
してしまいました。

まとめ

この日はたくさんの失点をしてしまいました。相手ボールにな

ってからの切り替えが遅い、浮き球をしっかりコントロール・チ

ャレンジできない、ボールしか見ることができず相手選手を捕ま

えらないなど失点の原因となっていました。

めあてとした「ボールを持っている相手選手とゴールの間にポ

ジションと取る」には素早い攻守の切り替えは絶対に必要です。

できている時はそんなに失点することはありませんでした。

攻撃のめあての「ドリブルで相手にボールを奪われない→練習

しているターン・フェイントを積極的に出す」では、田倉くんと

古積くんが相手選手を観て抜く・かわすことができ、いいドリブ

ルをしていました。

全体的にターン・フェイントがあまり出ませんでした。小島く

んの椅子の形、中西くんの足裏のキープなど観られてよかったで

すが、他のみんなのターン・フェイントのチャレンジがもっとた

くさん観たいです。 ｂｙ加藤コーチ


